
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
ア
ー
ト

石
井 

大
介

芸
術
は
長
く
、
人
生
は
短
し

 

― 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

西
洋
に
お
け
る
芸
術
（
ア
ー
ト
）
と
技
術
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
に
関
す
る
波
乱
万
丈
の
歴
史
は
、

デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
は
っ
き
り
と
見
る
事
が
で
き
る
。
芸
術
が
技
術
と
区
別
で
き
な
い

シ
ス
テ
ム
の
中
に
生
き
て
い
る
今
、 

― 

中
略 

― 

技
術
的
対
象
を
単
に
動
か
な
い
人
工
物

と
し
て
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
共
生
し
て
い
る
実
在
の
対
象
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
窓
や
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
画
面
，
ロ
ケ
ッ
ト
や
飛
行
機

が
そ
う
で
あ
る
な
ら
，
最
も
初
歩
的
な
荷
馬
車
や
カ
ヌ
ー
、
歩
行
ま
で
，
あ
ら
ゆ
る
技

術
的
な
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
適
用
さ
れ
る
。

 

― A
nne Sauvagnargues, D

esign M
achines and A

rt M
achines

自
己
の
技
術
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
人
々
が
行
動
の
規
則
を
定
め
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
規
則
そ
の
も
の
を
変
形
し
、
個
別
の
存
在
に
適
用
し
、
自
ら
の
生
活

を
特
定
の
美
的
価
値
を
帯
び
、
特
定
の
様
式
上
の
基
準
に
適
合
し
た
一
個
の
作
品
と
し

て
形
づ
く
る
こ
と
に
務
め
る
、
熟
慮
さ
れ
た
実
践
で
あ
る
。

 

― 

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー 『
主
体
の
解
釈
学
』

一
、
ヒ
ュ
ポ
ム
ネ
ー
マ
タ
（hypom

nem
ata

）

（
一
）
箴
言

冒
頭
の
引
用
は
、
私
が
生
活
の
覚
書
（
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
ヒ
ュ
ポ
ム
ネ
ー
マ
タ
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
と

し
て
書
き
残
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ポ
ム
ネ
ー
マ
タ
は
、
読
書
に
お
け
る
箴
言
や

友
人
と
の
会
話
で
生
ま
れ
た
金
言
、
大
学
の
講
義
中
に
書
き
留
め
た
記
憶
の
記
録
、
街
で
収

集
し
た
も
の
の
破
片
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
の
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
に
よ
る
コ
ラ
ー

ジ
ュ
、
日
記
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
箴
言
と
し
て
知
ら
れ
る
冒
頭
の
引
用
で
は
、
芸
術
は
当
初
養
生
術
（dietet-

ics

）
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
夏
目
漱
石
が
『
こ
こ
ろ
』
の
見
返
し
で
ラ
テ
ン
語
のA

rs 
longa, vita brevis

と
い
う
印
を
つ
け
た
際
に
は
文
学
と
し
て
の
芸
術
、
足
立
区
出
身
の
ラ
ッ

パ
ーK
O

H
H

の
楽
曲
『Business &

 A
rt

』
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
相
入
れ
な
い
音
楽
と
し
て

の
芸
術
へ
と
変
化
し
て
お
り
、
こ
の
短
文
か
ら
芸
術
概
念
の
揺
ら
ぎ
を
感
覚
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

こ
の
芸
術
の
多
重
性
に
加
え
て
、
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
（Gilles D

eleuze, 1925-1995

）
の
研
究

者
で
あ
る
ア
ン
ヌ
・
ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
（A

nne Sauvagnargues, 1961-

）
の
論
文
か
ら
の
引
用
（1）

は
、
芸
術
（art

）
と
技
術
（technology

）、
つ
ま
りtechne

を
語
源
と
す
る
両
者
本
来
の
相
似

性
を
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
視
座
か
ら
捉
え
直
す
姿
勢
が
感
じ
取
れ
る
（
彼
女
の
論
文
に
つ
い
て
は
、

拙
訳
を
通
し
て
こ
の
試
論
で
折
を
見
て
触
れ
て
い
く
）。

最
後
に
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
（M

ichel Foucault, 1926-1984

）
の
『
主
体
の
解
釈
学
』
に

書
か
れ
た
「
自
己
の
技
術
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）」（2）
で
は
、
ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
が
示
唆
す
る
他
者
の

世
界
と
し
て
の
芸
術
や
技
術
に
加
え
、
他
者
と
自
己
の
分
け
隔
て
が
た
さ
を
通
し
て
、
一
で

あ
り
多
で
あ
る
よ
う
な
人
生
そ
の
も
の
を
作
品
と
す
る
よ
う
な
活
動
と
し
て
、
芸
術
／
技
術

は
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
箴
言
に
よ
れ
ば
、
医
術
で
あ
り
、
文
学
で
あ
り
、
音
楽
で
も
あ
る
芸
術
は

決
し
て
技
術
と
切
り
分
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
ま
た
自
己
と
他
者
は
二
元
化
し
が
た
い
。

（
二
）
授
業
メ
モ

私
の
ヒ
ュ
ポ
ム
ネ
ー
マ
タ
に
は
、
二
〇
二
一
年
四
月
か
ら
私
が
京
都
芸
術
大
学
芸
術
教
養

セ
ン
タ
ー
で
担
当
す
る
授
業
内
で
書
き
留
め
た
メ
モ
も
含
ま
れ
る
。
あ
る
メ
モ
に
は
、「
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
論
」
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
科
目
に
て
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
で
学
生
た
ち
と
や
り
取

り
を
し
た
際
の
印
象
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
ア
ー
ト
は
問
題
提
起
、
デ
ザ
イ
ン
は
問
題
解
決
。
ら
し
い
。」

参
加
学
生
た
ち
の
多
く
は
、
芸
術
の
概
念
化
に
際
し
、
こ
の
メ
モ
に
殴
り
書
か
れ
た
一
文

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
メ
モ
と
は
別
に
、「
芸
術
特
別
演
習 

― 

ス
ペ
キ
ュ
ラ
テ
ィ
ブ 

― 

」
と
い
う
対
面
の
演
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習
科
目
に
関
す
る
メ
モ
も
存
在
し
て
い
て
、
授
業
に
関
連
す
る
書
籍
名
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

「
ス
ペ
キ
ュ
ラ
テ
ィ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン 

問
題
解
決
か
ら
問
題
提
起
へ 

― 

未
来
を
思
索
す

る
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
こ
と
」（3）

こ
の
、
ク
リ
シ
ェ
と
ク
リ
シ
ェ
の
反
転
、
二
つ
の
担
当
科
目
の
中
で
引
き
裂
か
れ
る
芸
術
（4）

の
定
義
は
、
先
の
三
つ
の
箴
言
に
含
意
さ
れ
て
い
る
芸
術
観
と
は
異
な
る
印
象
を
受
け
る
。
最

後
に
、
箴
言
と
も
授
業
メ
モ
と
も
異
な
る
ヒ
ュ
ポ
ム
ネ
ー
マ
タ
、
あ
る
一
日
の
私
の
日
記
を

参
照
し
て
み
た
い
。

（
三
）
日
記

 

― 

四
月
二
日
火
曜
日　

二
〇
二
四
年 
― 

朝
九
時
。
カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら
差
し
込
む
光
で
目
が
覚
め
る
。
洗
面
所
で
顔
を
洗
う
。

う
が
い
を
し
て
、
コ
ッ
プ
に
入
っ
た
水
を
飲
ん
で
、
バ
ナ
ナ
を
食
べ
て
か
ら
歯
ブ
ラ
シ
に
歯

磨
き
粉
を
つ
け
て
歯
を
磨
く
。
ジ
ャ
ー
ジ
に
身
を
包
ん
で
、
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
で

ジ
ム
に
向
か
う
。
一
時
間
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
に
勤
し
む
。
立
ち
く
ら
む
。
昼
食
を
食
べ
て

か
ら
喫
茶
店
で
一
杯
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
。『
主
体
の
解
釈
学
』
を
読
む
。
自
転
車
で
帰
宅
し
、

洗
濯
機
を
回
し
て
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
テ
ィ
ー
を
一
杯
飲
ん
で
、
洗
濯
物
を
干
す
。
最
寄
り
の
駅

ま
で
歩
い
て
、
電
車
に
乗
る
。
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
。
コ
ン
ビ
ニ
に
寄
っ
て
水
を

買
っ
て
か
ら
映
画
館
に
向
か
う
。
映
画
館
で
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
と
コ
ー
ラ
を
買
う
。『
夜
明
け
の

す
べ
て
』
と
い
う
映
画
を
観
る
。
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
口
の
中
で
湿
ら
せ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
買
っ
て
駅
に
向
か
う
。
自
宅
に
向
か
う
。
帰
宅
す
る
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
轢
く
。
キ
ッ
チ
ン

で
湯
を
沸
か
す
。
風
呂
場
で
湯
を
張
る
。
三
〇
分
浸
か
っ
て
、
身
体
を
洗
う
。
髪
を
乾
か
し

て
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
。
腿
裏
が
痛
む
。
夜
明
け
の
す
べ
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
取
っ

て
、
電
話
を
か
け
る
。
感
想
を
告
げ
る
。
感
想
を
聴
く
。
監
督
のW

ikipedia

を
調
べ
る
。

寝
る
。

た
わ
い
な
い
一
日
の
日
記
を
吟
味
す
る
と
、
日
記
の
記
録
者
と
い
う
個
体
に
関
わ
る
様
々

な
別
の
個
体
や
技
術
的
対
象
の
存
在
に
気
づ
く
。
例
え
ば
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
が
私
に
と
っ
て
、

ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
の
箴
言
に
書
か
れ
て
い
る
「
共
生
し
て
い
る
実
在
の
対
象
」
だ
と
す
る
と
、

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
に
適
用
さ
れ
る
「
技
術
的
な
エ
コ
ロ
ジ
ー
」（5）
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

ま
た
、
あ
る
一
日
の
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
が
ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
の
言
う
「
技
術
的
な
エ
コ
ロ

ジ
ー
」
の
一
つ
で
在
る
と
す
れ
ば
、
歯
ブ
ラ
シ
や
歯
磨
き
粉
と
い
う
技
術
的
対
象
と
歯
を
磨

く
と
い
う
技
術
に
、
フ
ー
コ
ー
の
「
自
己
の
技
術
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）」
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
り

え
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
四
）
試
論

本
試
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
箴
言
、
授
業
メ
モ
、
日
記
に
含
ま
れ
る
芸
術
／
技

術
を
別
々
の
層
に
分
け
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
一
貫
し
た
明
確
な
定
義
を
与
え
る
こ
と
と
も

別
の
仕
方
で
、
部
分
的
か
つ
恣
意
的
で
あ
っ
て
も
、
三
つ
の
ヒ
ュ
ポ
ム
ネ
ー
マ
タ
が
関
わ
り

合
う
よ
う
な
言
説
と
出
来
事
を
取
り
上
げ
、
芸
術
（
ア
ー
ト
）
と
技
術
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
の
不
可

分
性
、
ま
た
は
デ
ザ
イ
ン
の
二
重
性 

― 

記
号
化
と
脱
記
号
化 

― 

を
把
捉
し
、
ア
ー
ト
は
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
も
あ
り
、
ま
た
デ
ザ
イ
ン
が
ア
ー
ト
で
も
あ
る
よ
う
な
見
立
て
、
も
し
く
は

生
き
る
技
術
と
し
て
の
芸
術
と
そ
の
記
号
性
の
概
念
化
を
試
み
た
い
。

二
、
何
が
ア
ー
ト
か

（
一
）
ア
ー
ト
の
多
重
性

先
ず
、
ア
ー
ト
（art

）
と
い
う
言
葉
に
は
ど
の
よ
う
な
解
釈
（
翻
訳
）
が
存
在
す
る
の
か
。
私

自
身
に
関
わ
る
出
来
事
を
例
に
と
る
と
、
か
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州

の
大
学
で
歴
史
を
学
ん
で
い
た
時
の
授
与
（
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
）
学
位
は
「
文
学
士
（bachelor of 

A
rts

）」、
今
在
籍
し
て
い
る
京
都
芸
術
大
学
の
機
関
は
「
芸
術
教
養
セ
ン
タ
ー
（Center of 

Liberal A
rts

）」、
隔
週
で
通
う
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
は
「
格
闘
技
（M

artial A
rts

）」、
そ
れ
ぞ
れ

の
名
称
に
「A

rt

」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
、
別
個
の
漢
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
私

が
最
近
読
ん
だ
本
を
例
に
と
れ
ば
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
『
記
号
と
事
件
：1972-1990

年
の
対

話
』
で
は
（
部
分
的
に
）
技
芸
（l,art

）
と
訳
さ
れ
、
ス
ピ
ノ
ザ
（Baruch D

e Spinoza, 1632-1677

）

『
国
家
論
』
に
お
い
て
は
術
策
（A

rt

の
基
と
な
る
ラ
テ
ン
語
のA

rs

に
当
て
て
）
と
い
う
日
本
語
に
変

換
さ
れ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
人
類
学
者
で
あ
り
哲
学
者
で
あ
る
ア
ネ
マ
リ
ー
・
モ
ル
の
『
ケ

ア
の
ロ
ジ
ッ
ク
』
に
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

人
類
学
者
や
社
会
学
者
で
あ
れ
ば
、
現
実
（
や
そ
の
一
部
）
を
で
き
る
限
り
正
確
に
、
あ

る
い
は
魅
力
的
に
提
示
す
る
た
め
に
資
料
を
使
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
私
の

目
的
は
異
な
っ
て
い
る
。
私
は
、
私
や
私
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
（
リ
サ
ー
チ
対
象
者
／
物
）

143

エッセイ［デザインというアート﻿］石井 大介

京都芸術大学 紀要「Genesis 28」



が
目
撃
し
た
出
来
事
の
イ
メ
ー
ジ
を
忠
実
に
描
こ
う
と
は
し
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

出
来
事
に
関
わ
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
の
出
来
事
の
意
味
に
つ
い
て
語
り
た
い
わ
け
で

は
な
い
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
解
釈
を
追
う
か
わ
り
に
、
私
は
自
分
の
解
釈
を
付
け

加
え
た
い
。
他
者
の
視
点
に
共
感
す
る
か
わ
り
に
、
新
し
い
視
点
を
付
け
加
え
た
い
。
だ

か
ら
私
は
、
絵
具
を
扱
う
芸
術
家
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
体
の
組
織
を
縫
い
合
わ
せ
る

外
科
医
の
よ
う
な
や
り
方
で
資
料
を
扱
っ
た
。（6）

こ
こ
で
は
、「
絵
具
を
扱
う
芸
術
家
」
と
「
身
体
を
縫
合
す
る
外
科
医
」
が
異
な
る
手
法
を

用
い
る
者
と
し
て
訳
さ
れ
て
い
る
。
原
文
を
見
て
み
よ
う
。

A
n A

nthropologist or a sociologist m
ight have used the m

aterials to 
present reality 

（or a part of it
） as accurately or as. grippingly as possible. 

H
ow

ever, m
y aim

 here is different. I do not seek to sketch a faithful im
-

age of the events that I or m
y inform

ants w
itnessed. N

either do I w
ant 

to talk about the m
eanings of these events for those involved in them

. 
Instead of relating the perspective of others, I seek to offer a new

 per-
spective. T

hus, I have w
orked w

ith m
y m

aterials in the w
ay an artist 

w
orks w

ith paint or w
ith tissue and thread.

（7）

モ
ル
の
記
述
に
は
日
本
語
訳
の
よ
う
な
意
図
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
彼
女
は
最
後
の
セ

ン
テ
ン
ス
を
、「
こ
の
よ
う
に
、
私
は
絵
具
を
扱
う
、
あ
る
い
は
身
体
を
縫
合
す
る
よ
う
な
芸

術
家
の
手
つ
き
で
、
私
の
素
材
／
資
料
と
共
に
こ
の
本
を
書
い
た
」（
引
用
者
訳
）
と
書
い
て
い

る
よ
う
に
も
読
め
る
。
こ
の
よ
う
に
、
モ
ル
が
画
家
と
外
科
医
を
区
別
せ
ず
、（
モ
ル
自
身
も
含

め
て
）
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（artist

）
と
し
て
認
識
し
、
描
い
て
い
る
様
に
見
て
と
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ー
ト
と
い
う
一
語
に
は
芸
術
や
技
芸
、
美
術
と
い
っ
た
特
定
の
日
本
語

翻
訳
（8）
を
当
て
が
た
い
多
重
性
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
重
な
り
を
横
か
ら
観
る
た
め
に
、

次
に
ア
ー
ト
の
語
源
に
目
を
向
け
て
み
た
い
と
思
う
。

（
二
）
ア
ー
ト
の
語
源

先
ず
一
般
的
に
、
ア
ー
ト
の
語
源
は
ラ
テ
ン
語
の
ア
ル
ス
（A

rs

）、
ま
た
そ
の
源
泉
と
し
て

の
テ
ク
ネ
ー
（techne

）
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（9）
。
特
に
テ
ク
ネ
ー
に
つ
い
て
は
西
洋
文

明
に
お
け
る
、
あ
る
特
定
の
階
層
の
人
た
ち
が
使
用
す
る
技
術
／
技
芸
と
し
て
（10）
、
プ
ラ
ト

ン
や
プ
ル
タ
ル
コ
ス
、
エ
ピ
ク
テ
ト
ス
か
ら
セ
ネ
カ
ま
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
〜
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
／

ロ
ー
マ
期
の
文
献
で
広
く
、
様
々
な
状
況
で
使
わ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
テ
ク
ネ
ー
は
必
ず

し
も
人
間
の
技
術
と
し
て
好
意
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
ウ
ィ
レ
ム
・
フ
ル
ッ

サ
ー
（V

ilém
 Flusser, 1920-1991

）
は
著
書
の
中
で
、
テ
ク
ネ
ー
に
対
す
る
プ
ラ
ト
ン
の
批
判
的

な
言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ア
語
の
テ
ク
ネ
ー
（techne

）
は
「
芸
術
＝
技
術
」
を
意
味
し
、
テ
ク
ト
ン

（teckton

）
す
な
わ
ち
「
指
物
師
」
と
関
係
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
木

材
（
ギ
リ
シ
ア
語
で
ヒ
ュ
レ
ー
（
＝
質
料
：hyle

））
は
形
が
定
ま
っ
て
い
な
い
素
材
だ
が
、
こ
れ

に
対
し
て
芸
術
家
／
技
術
者
が
形
（form

）
を
授
け
、
そ
の
事
で
そ
も
そ
も
素
材
は
形
（
形

相
）
を
よ
う
や
く
無
理
に
も
出
現
さ
せ
る
の
だ
。
プ
ラ
ト
ン
が
芸
術
や
技
術
に
根
本
的

に
意
を
唱
え
て
い
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
形
相
を
物
質
の
う
ち
に
捉
え
る
こ
と
で
、
観
想

（
テ
オ
リ
ア
）
に
よ
っ
て
見
て
と
る
べ
き
形
相
に
背
き
、
そ
れ
を
歪
め
て
い
た
か
ら
な
の
で

あ
る
。
芸
術
家
／
技
術
者
は
、
プ
ラ
ト
ン
か
ら
す
れ
ば
イ
デ
ア
の
裏
切
り
者
に
し
て
ペ

テ
ン
師
だ
っ
た
（11）
。

ま
た
フ
ル
ッ
サ
ー
は
こ
の
後
に
続
く
文
章
で
、

ギ
リ
シ
ア
語
の
テ
ク
ネ
に
あ
た
る
ラ
テ
ン
語
は
ア
ル
ス
（ars

）
で
あ
り
、
こ
れ
は
本

来
ツ
ボ
（dreh

）
を
意
味
し
て
い
る
。
ア
ル
ス
の
指
小
語
は
ア
ル
テ
ィ
ク
ル
ム
（articulum

）

す
な
わ
ち
小
枝
で
あ
り
、
そ
れ
が
意
味
す
る
の
は
、
何
か
が
何
か
の
ま
わ
り
で
転
じ
る

こ
と
だ
（
例
え
ば
手
首
の
関
節
）。
そ
れ
ゆ
え
ア
ル
ス
は
「
柔
軟
さ
」
や
「
機
転
」
を
意
味
し
、

ま
た
ア
ル
テ
ィ
フ
ェ
ク
ス
（artifex

）
つ
ま
り
芸
術
家
は
、
何
よ
り
「
い
か
さ
ま
師
」
を

意
味
す
る
。
本
来
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
は
手
品
師
の
こ
と
だ
。

と
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
テ
ク
ネ
ー
や
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
ア
ル
ス
に
は
「
自
然
を
欺
く
」

「
他
者
を
欺
く
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
意
さ
れ
て
お
り
、
フ
ル
ッ
サ
ー
は
こ
の
テ
ク
ネ
ー

と
相
似
性
の
高
い
言
葉
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
メ
コ
ス
（m

ekhos

）
を
挙
げ
、
重
力
を
騙
し

取
る
技
術
と
し
て
の
梯
子 

（
も
し
く
は
ト
ロ
イ
の
木
馬
） 

に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
メ
コ

ス
が
機
械
／
マ
シ
ー
ン
（m

achine

）
の
語
源
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
テ
ク
ネ
ー
が
人
間
を
主
体
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と
し
た
技
術
／
技
芸
（
テ
ク
ニ
ッ
ク
）
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
主
に
機
械
技
術
を
指
す
用
語
、

つ
ま
り
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
し
て
、
ア
ー
ト
と
は
別
の
仕
方
で
使
用
さ
れ
て
い
く
事
に
な

る
が
、
語
源
的
に
、
ア
ー
ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
本
来
、
同
等
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

（
三
）
ア
ー
ト

≒

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

こ
の
ア
ー
ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
本
質
的
な
分
け
隔
て
難
さ
の
一
例
と
し
て
、
古
代
ギ
リ

シ
ア
で
は
、
生
き
る
た
め
の
技
術
／
テ
ク
ネ
ー
の
比
喩
に
し
ば
し
ば
航
海
を
使
っ
て
い
た
。
船

を
前
後
左
右
に
動
か
す
た
め
に
は
、
身
体
を
用
い
た
全
身
の
大
胆
で
微
細
な
運
動
技
術

（techne

）
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
と
連
動
す
る
舵
、
海
上
に
浮
か
ぶ
船
体
を
つ
く
る
技
術

（techne

）
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
間
の
運
動
技
術
と
機
械
技
術
の
連
結
を
ギ
リ
シ
ア
語

で
は
「
舵
を
取
る
も
の
（kybernetes
）」
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
（cy-

bernetics

）
の
語
源
で
あ
り
、
の
ち
の
サ
イ
ボ
ー
グ
（cybernetic organization

）
の
原
初
の
姿
を

こ
こ
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
操
舵
に
は
、
身
体
的
な
技
術
（techne

）
だ
け
で
は
な
く
、

目
的
地
を
定
め
、
ま
た
危
険
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
様
々
な
判
断
や
決
定
を
司
る
術
知（techne

）

も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
先
に
触
れ
た
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
舵
を
取
る
も

の
（kybernetes

）」
は
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
別
の
用
語
、
統
治
や
政
府
を
意
味
す
る
ガ
バ

メ
ン
ト
（governm

ent

）
の
語
源
で
も
あ
る
。

古
代
の
格
闘
技
で
あ
る
パ
ン
ク
ラ
チ
オ
ン
に
は
、
闘
い
の
場
と
し
て
砂
地
や
泥
地
が
必
要

と
さ
れ
て
い
っ
た
し
、
歩
行
に
は
靴
が
、
航
海
に
は
船
が
、
音
楽
に
は
楽
器
が
、
絵
画
に
絵

の
具
と
キ
ャ
ン
バ
ス
が
伴
う
よ
う
に
、
テ
ク
ネ
ー
に
は
身
体
と
道
具
の
共
存
、
も
し
く
は
身

体
の
道
具
性
が
前
提
と
さ
れ
る
も
の
が
数
多
あ
る
。
古
代
に
限
ら
ず
現
代
の
生
活
に
お
い
て

も
、
自
転
車
に
乗
る
こ
と
、
洗
濯
す
る
こ
と
、
本
試
論
を
書
く
こ
と
、
様
々
な
場
面
で
ア
ー

ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
共
存
は
見
ら
れ
る
。

三
、
デ
ザ
イ
ン
は
何
を
描
く
か

（
一
）
デ
ザ
イ
ン
の
語
源

前
述
の
フ
ル
ッ
サ
ー
は
デ
ザ
イ
ン
の
定
義
に
つ
い
て
、「
デ
ザ
イ
ン
は
、
英
語
で
は
名
詞
で

も
あ
り
ま
た
動
詞
で
も
あ
る
（
こ
の
事
は
，
英
語
の
性
質
を
よ
く
示
し
て
い
る
）。
名
詞
と
し
て
は
と
り

わ
け
「
意
図
」「
計
画
」「
狙
い
」「
悪
巧
み
」「
陰
謀
」「
形
」「
基
本
構
造
」
な
ど
を
意
味
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
、「
策
略
」
や
「
詐
術
」
に
関
連
し
て
い
る
」（12）
。
こ
れ
は
彼
が
解
釈

す
る
テ
ク
ネ
ー
や
メ
コ
ス
、
す
な
わ
ち
ア
ー
ト
や
マ
シ
ー
ン
と
も
近
し
い
、
詐
術
や
策
略
に

関
連
す
る
用
語
と
し
て
の
解
釈
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
デ
ザ
イ
ン
の
語
源
に
つ
い
て
、「
ラ
テ
ン

語
で
「
記
号
」
を
意
味
す
る
「signum

」
を
含
ん
で
お
り
、
語
源
的
に
は
「
デ
ザ
イ
ン
」
は

「
脱 

― 

記
号
化
（
す
る
こ
と
）」
を
意
味
し
て
い
る
」（13）
と
も
述
べ
て
い
る
。

ち
ょ
う
ど
三
年
ほ
ど
前
、google

で
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
検
索
し
た
際
、
公
益

財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
言
葉
の
語
源
は

ラ
テ
ン
語
の
「D

esignare

」
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。D

esignare

は
「
計
画
を
記
号

に
表
す
」
つ
ま
り
図
面
に
書
き
表
す
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」（14）
と
い
う

記
載
が
あ
っ
た
。
フ
ル
ッ
サ
ー
の
「
デ
ザ
イ
ン
＝
脱
記
号
化
」
と
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
に

見
ら
れ
た
「
デ
ザ
イ
ン
＝
記
号
化
」
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
語
に
二
つ
の
相
反
す
る
眼
差

し
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
解
釈
を
連
結
す
る
潜
勢

態
を
、
ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
の
論
文design m

achines and A
rt m

achines

（15）
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
二
）
デ
ザ
イ
ン
の
二
重
性　

デ
ザ
イ
ン
は
製
品
（
売
買
）
を
“
記
号
化
”
す
る
こ
と
で
、
芸
術
が
近
年
、
自
ら
の
功

利
主
義
的
な
地
位
を
失
っ
た
と
い
う
、
至
極
妥
当
な
注
意
喚
起
を
促
す
。
十
九
世
紀
に

そ
の
地
位
を
堅
固
な
も
の
に
確
立
し
て
以
来
、
デ
ザ
イ
ン
は
我
々
の
芸
術
機
械
（
ア
ー
ト

マ
シ
ー
ン
）
（16）
全
体
を
揺
る
が
す
批
判
的
な
問
題 

― 

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
降
、
美
か
ら
実
用

性
を
分
離
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
支
え
ら
れ
、
西
洋
に
お
け
る
芸

術
の
個
体
化
と
い
う
物
語
が
ゆ
る
や
か
に
進
行
し
て
き
た
事 

― 

を
提
起
し
、
こ
の
よ
う

な
芸
術
機
械
が
重
ん
じ
て
き
た
役
割
に
対
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
は
敵
対
し
始
め
た
自
ら
の

兄
弟
“
大
文
字
の
芸
術
（A

rt w
ith a capital A

）”
へ
の
抗
議
、
す
な
わ
ち
ル
ネ
サ
ン
ス
以

来
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
「
美
」
術
を
区
別
し
て
き
た
芸
術
の
自
律
性
に
対
す
る
異
議

を
表
明
し
て
き
た
。（
引
用
者
訳
）
（17）

こ
の
ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
の
一
文
で
、
記
号
化
と
脱
記
号
化
は
同
時
に
、
た
だ
し
違
う
対
象

に
向
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
語
源
解
釈
に

つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
言
葉
（
デ
ザ
イ
ン
）
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
最
初
の
美
術
史
を
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著
し
た
画
家
で
あ
り
、
彫
刻
家
、
建
築
家
で
も
あ
る
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
（
お
そ
ら
く
は
集
団
）
に

端
を
発
し
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
語
で
「
デ
ザ
イ
ン
」
を
意
味
す
る
デ
ィ
セ
ー
ニ
ョ
（diseg-

no

）
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
線
（
ラ
イ
ン
）
と
も
共
鳴
す
る
、
ヴ
ァ
ザ
ー

リ
に
と
っ
て
観
念
的
な
言
葉
（
ラ
イ
ン
）
で
も
あ
っ
た
。 

― 

中
略 

― 

彼
（
ら
）
は
、
絵
画
、

建
築
、
彫
刻
と
い
っ
た
、
ま
だ
職
人
的
と
み
な
さ
れ
て
い
た
仕
事
に
、
思
考
の
仕
事
を

書
き
加
え
る
こ
と
で
、
精
神
の
実
践
者
と
し
て
の
新
し
い
地
位
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

芸
術
生
産
の
統
一
性
と
そ
の
社
会
的
価
値
、
す
な
わ
ち
色
彩
に
関
連
す
る
団
体
や
粉
飾

商
、
中
世
の
鉄
工
所
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
、
他
の
人
文
主
義
者
と
と
も
に
知
的
文
化
の
佇

む
プ
ラ
ト
ー
に
座
る
権
利
の
獲
得
は
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
曰
く
、
イ
デ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
や
そ

の
形
式
、
絵
画
、
彫
刻
、
建
築
の
父
で
あ
る
デ
ィ
セ
ー
ニ
ョ
が
す
べ
て
保
証
す
る
の
だ
。

（
引
用
者
訳
）
（18）

彼
女
の
描
く
デ
ザ
イ
ン
は
、
現
代
で
は
計
画
技
術
と
制
作
技
術
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術

的
ラ
イ
ン
に
分
か
れ
て
職
業
化
し
て
い
る
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
絵
画
、
彫
刻
、
建

築
と
い
う
職
人
技
術
の
父
で
あ
る
「
デ
ザ
イ
ン
／
デ
ィ
セ
ー
ニ
ョ
」
と
し
て
、
芸
術
の
歴
史

線
上
に
新
た
な
線
と
し
て
描
か
れ
る
。（
別
様
に
解
釈
す
れ
ば
、
当
時
の
職
人
達
が
抱
え
て
い
た
問
題
（19）
を
、

デ
ザ
イ
ン
が
解
決
し
よ
う
と
し
た
、
と
読
む
こ
と
も
出
来
な
く
は
な
い
。）
芸
術
（
ア
ー
ト
）
が
美
術
（
フ
ァ
イ
ン

ア
ー
ト
）
と
し
て
西
洋
で
個
体
化
さ
れ
て
い
く
中
で
、
同
時
に
見
捨
て
ら
れ
た
も
の
達 

― 

名

も
な
き
職
人
、
機
械
技
術
の
発
展
、
生
活
を
形
づ
く
る
基
盤
と
し
て
の
技
術 

― 

す
な
わ
ち

design

と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
理
想
化
さ
れ
、
策
略
と
し
て
脱
記
号
化
さ
れ
た
美
術
と
、de-

sign

と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
実
在
化
さ
れ
、
基
礎
づ
け
ら
れ
、
生
活
に
記
号
化
さ
れ
る
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
、
デ
ザ
イ
ン
の
二
重
線
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
よ
う
に
、
原
初
の
芸
術
（
ア
ー
ト
）
を
美
術
（
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
）
に
デ
ザ
イ
ン
（designum

）

し
、
様
々
な
生
活
基
盤
を
形
成
す
る
も
の
ご
と
を
デ
ザ
イ
ン
（designare

）
す
る
よ
う
な
運
動

が
、
一
五
六
二
年
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
（V

asari

）
と
い
う
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の

だ
が
、
な
ぜ
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
、
ギ
リ
シ
ア
は
古
代
と
い
う
名
の
光
と
し
て
眼
差
さ
れ
、
ル

ネ
サ
ン
ス
と
古
代
の
狭
間
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
中
間
（
ミ
リ
ュ
ー
）
と
し
て
、
グ
レ
ー
な
も

の
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
今
一
度
、
ア
ー
ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
関
係
の
変
化
に
つ
い
て
、
今
度
は
デ
ザ
イ

ン
と
い
う
項
を
関
連
付
け
な
が
ら
、
一
世
紀
の
ロ
ー
マ
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、

そ
し
て
二
〇
二
〇
年
代
の
京
都
に
お
け
る
三
者
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

四
、
ア
ー
ト

≒

デ
ザ
イ
ン

≒

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
一
）
〇
年
代
、
ロ
ー
マ

ア
ル
ス
と
テ
ク
ネ
ー
、
デ
ザ
イ
ン
の
同
質
性
に
つ
い
て
、
ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
は
ロ
ー
マ
時

代
の
作
家
大
プ
リ
ニ
ウ
ス
（Pliny the Elder, 23-79

）
の
『
博
物
誌
』
を
例
に
と
り
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

大
プ
リ
ニ
ウ
ス
は
後
世
の
た
め
に
ギ
リ
シ
ャ
芸
術
の
最
初
の
歴
史
書
の
一
つ
『
博
物

誌
』（
西
暦
77
年
）
の
中
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ジ
ャ
ン
ル
の
複
雑
な
年
表
を
、
石
や
金
属
、

粉
や
ペ
ー
ス
ト
な
ど
素
材
別
に
分
類
し
て
整
理
し
た
。
―
中
略
―
彼
は
ギ
リ
シ
ア

芸
術
に
い
た
く
感
嘆
し
、
そ
の
驚
異
を
細
部
に
わ
た
っ
て
記
録
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま

で
物
質
に
関
す
る
認
識
論
に
固
執
し
、
我
々
が
理
解
す
る
意
味
で
の
芸
術
に
は
ま
っ
た

く
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。
彼
の
博
物
誌
は
、
石
、
土
、
金
属
と
い
っ
た
物
質
の
歴
史

の
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
ロ
ー
マ
人
の
視
点
に
立
て
ば
、
芸
術
と
デ
ザ
イ
ン

は
厳
密
に
等
価
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
技
術
的
な
革
新
と
正
確
な
実
行
性
、
つ
ま
り
機

能
的
な
基
準
で
あ
り
、
美
的
な
も
の
と
実
用
的
な
も
の
と
い
う
我
々
の
慣
れ
親
し
ん
だ

区
別
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
人
工
物
は
、
そ
の
素
材
と
そ
れ
を
か
た
ち
づ
く
る
作
業
に

よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
も
し
く
は
ア
ー

ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
間
に
区
別
は
な
い
の
で
あ
る
。（
引
用
者
訳
）
（20）

つ
ま
り
、「
古
代
に
お
い
て
ア
ル
ス
と
テ
ク
ネ
は
本
来
、
厳
密
に
言
え
ば
、
同
じ
範
囲
を
カ

バ
ー
し
、
職
人
的
生
産
、
芸
術
の
生
産
、
技
術
的
ス
キ
ル
は
無
差
別
に
混
在
し
て
い
た
」。（
引

用
者
訳
）
（21）
こ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
大
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
芸
術
／
技
術
観
は
中
世
に
お
い
て
も
継

承
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
一
八
八
九
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
『
機
械
館
（La Galerie des 

m
achines

）
（22）
』
や
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
（M

arcel D
ucham

p, 1887-1968

）
と
い
う
よ
り
も
エ

ル
ザ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
＝
ロ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
フ
ェ
ン
（Elsa von Freytag-Loringhoven, 

1874-1927

）
の
『
泉
（Fontaine

）』
に
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
ア
ー
ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
等
価
性
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
デ
ザ
イ
ン
の
誕

生
が
契
機
と
な
り
、「
産
業
デ
ザ
イ
ン
」
と
し
て
記
号
化
さ
れ
、
ア
ー
ト
は
美
学
（esthetics

）」

と
し
て
脱
記
号
化
さ
れ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
「
機
械
技
術
（m

echanics

）」
と
し
て
記
号
化
さ

れ
る
と
い
う
別
離
を
迎
え
る
に
至
る
。
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（
二
）
一
五
六
〇
年
代
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

改
め
て
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が
デ
ザ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（academ

ia del disegno

）
を
設
立
し
た

の
は
一
五
六
二
年
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
（23）
。
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
弟
子
で
あ

り
、
ま
た
メ
デ
ィ
チ
家
の
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
コ
ジ
モ
一
世
（Cosim

o I de’ M
edici, 1519-1574

）
の

宮
廷
画
家
で
も
あ
っ
た
。
か
の
『
芸
術
家
列
伝
』
は
コ
ジ
モ
一
世
に
捧
げ
ら
れ
た
作
品
で
あ

る
。（
コ
ジ
モ
一
世
の
二
人
の
子
と
妃
エ
レ
オ
ノ
ー
ラ
・
デ
ィ
・
ト
レ
ド
が
亡
く
な
っ
た
の
も
一
五
六
二
年
で
あ
る
）。

同
年
に
は
、
同
じ
く
イ
タ
リ
ア
の
地
で
宗
教
改
革
に
関
す
る
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
が
一
〇
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
同
時
代
を
生
き
た
イ
タ
リ
ア
人
医
師
、
占
星
術
師
で
あ
り
、
数
学
者
で

も
あ
っ
た
ジ
ェ
ロ
ラ
モ
・
カ
ル
ダ
ー
ノ
（Gerolam

o Cardano, 1501-1576

）
は
虚
数
と
い
う
概
念

を
初
め
て
数
学
書
『
偉
大
な
る
術/
ア
ル
ス
・
マ
グ
ナ
（ars m

aguna

）』
を
書
き
（
こ
の
代
数
学

の
本
に
ア
ー
ト
と
い
う
言
葉
が
当
て
ら
れ
て
い
る
事
に
約
五
〇
〇
年
前
の
ア
ー
ト
の
複
数
性
を
再
認
で
き
る
）、
カ
ル

ダ
ー
ノ
が
発
見
し
た
磁
気
に
よ
る
引
力
と
電
気
に
よ
る
引
力
の
違
い
を
、
後
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ギ
ル
バ
ー
ト
（W

illiam
 Gylberde, 1544-1603

）
が
実
験
に
よ
っ
て
判
別
し
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
か
ら
造
ら
れ
た
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（electric

）
と
い
う
形
容
詞
が
造
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
と
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
コ
ジ
モ
一
世
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の

設
立
と
芸
術
家
列
伝
の
執
筆
に
並
ぶ
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
に
大
き
な
規
模
で
行
わ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の
設
立
で
あ
る
（24）
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
、
生
き
る
技
術
の
総
体
と
し
て
の
テ
ク
ネ
ー
の
在
り
方
と
、 

こ

の
一
五
六
二
年
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ア
ー
ト
の
記
号
化
／
脱
記
号
化
に

は
異
な
る
作
動
配
列
（
ア
ジ
ャ
ン
ス
マ
ン
）
が
あ
る
。
印
刷
技
術
の
普
及
、
宗
教
改
革
、
電
気
の

発
見
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
航
海
は
死
の
危
険
を
伴
う
、
様
々
な
技
術
と
術
知
が
必
要

な
、
限
ら
れ
た
範
囲
内
（
沿
岸
沿
い
）
の
移
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
六
世
紀
に
は
積
載
能
力

を
向
上
さ
せ
た
キ
ャ
ラ
ッ
ク
船
、
操
舵
性
と
速
度
を
高
め
た
キ
ャ
ラ
ベ
ル
船
、
羅
針
盤
の
登

場
に
よ
っ
て
、
所
謂
大
航
海
時
代
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
か
ら
他
大
陸
へ
の
移
動
が
実
現

す
る
。
天
動
説
へ
の
懐
疑
が
深
ま
る
。
そ
し
て
植
民
地
支
配
が
進
ん
で
い
く
。
こ
の
激
動
の

時
代
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
を
哲
学
、
民
主
主
義
、
数
学
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
そ
し
て
「
美
」

の
発
祥
の
地
と
し
て
策
略
し
、
芸
術
を
美
術
と
し
て
再
誕
生
（
ル
ネ
サ
ン
ト
）
さ
せ
る
こ
と
が
、

ア
フ
リ
カ
大
陸
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
オ
セ
ア
ニ
ア
へ
と
侵
食
し
て
い
く
大
義
名
分
と
な
り
、
ギ

リ
シ
ア
〜
中
世
ま
で
続
い
て
い
た
、
実
用
的
で
技
術
的
な
価
値
を
継
承
し
て
き
た
芸
術
の
側

面
を
美
し
く
色
鮮
や
か
な
も
の
へ
と
塗
り
替
え
る
創
造
的
な
契
機
が
、
デ
ザ
イ
ン
と
呼
ば
れ

る
記
号
化
で
あ
り
、
脱
記
号
化
で
あ
っ
た
（25）
。

ア
ー
ト
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
関
係
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
、
両
者
の
関
わ
り
合
い
が
分
け
難

く
な
る
ほ
ど
、
ア
ー
ト
を
人
間
の
天
才
性
（
と
そ
の
資
質
）
と
し
て
、
ま
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
あ

る
種
の
人
間
（
の
成
長
や
修
練
）
の
敵
と
し
て
捉
え
る
傾
向
が
生
ま
れ
て
く
る
。
こ
の
ア
ー
ト
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
対
立
は
、
定
性
的
価
値
（
芸
術
の
基
準
）
と
定
量
化
価
値
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
基
準
）

の
分
離
に
よ
っ
て
、
の
ち
の
産
業
革
命
を
機
に
決
定
的
と
な
る
（26）
。

（
三
）
二
〇
二
〇
年
代
、
京
都

こ
の
、
人
間
v
s
機
械
の
図
式
は
し
か
し
、
二
〇
二
四
年
現
在
で
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
と

は
別
様
の
共
存
の
仕
方
で
融
解
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

用
い
る
こ
と
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
人
を
連
れ
回
す
事
の
分
け
隔
て
難
さ
、
歩
く
こ
と
と
歩

行
距
離
、
心
拍
数
、
整
備
さ
れ
た
道
、
そ
し
て
地
図
。
体
の
不
調
と
体
温
計
、
映
像
体
験
の

評
価
ス
コ
ア
。
こ
の
よ
う
な
ア
ー
ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
離
別
と
再
連
結
は
「
デ
ザ
イ
ン
」

と
い
う
視
線
に
よ
っ
て
改
め
て
知
覚
し
、
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

二
十
一
世
紀
冒
頭
に
お
け
る
芸
術
と
技
術
の
新
た
な
関
係
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
し
て
、
ソ
ヴ
ァ

ニ
ャ
ル
グ
は
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
シ
モ
ン
ド
ン
（Gilbert Sim

ondon, 1924-1989

）
（27）
を
引
用
し
な
が
ら
、

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
通
し
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
つ
ま
り
技
術
的
対
象
（technical object

）
の
存
在

様
態
を
変
質
さ
せ
て
い
く
た
め
の
三
つ
の
提
案
を
書
い
て
い
る
。
第
一
に
「
現
存
す
る
技
術

的
対
象
を
、
そ
の
用
途
や
歴
史
的
も
し
く
は
美
的
性
質
（
表
現
の
形
式
や
デ
ザ
イ
ン
）
に
従
っ
て
考

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
根
底
に
あ
る
技
術
的
な
構
造
（
内
容
の
形
式
と
デ
ザ
イ
ン
）
に
従
っ
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
引
用
者
訳
）」（28）
。
第
二
に
、「
技
術
的
対
象
を
単
に
動
か
な
い
人
工

物
と
し
て
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
共
生
し
て
い
る
実
在
の
対
象
と
し
て
考
え
る
と
い
う
こ
と

（
引
用
者
訳
）」（29）
。
そ
し
て
第
三
に
「
芸
術
と
技
術
の
間
の
距
離
を
可
能
な
限
り
縮
め
る
こ
と

（
引
用
者
訳
）」（30）
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
「
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
、
芸
術
（art

）
と
技
術
（technology

）

の
識
別
不
可
能
性
を
肯
定
す
る
生
態
学
的
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
（
引
用
者
訳
）
（31）
」
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
こ
と
。
つ
ま
り
、「
技
術
（technology

）
を
文
明
の
直
線
的
進
歩
（
石
器
時
代
→
金
属
産
業
→
資
本

主
義
産
業
→
デ
ジ
タ
ル
新
資
本
主
義
）
の
歴
史
線
に
沿
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』
で

ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
ガ
タ
リ
が
行
っ
た
よ
う
に
、
定
住
共
同
体
で
使
わ
れ
る
手
話
、
ノ
マ
ド
の
宝

石
や
武
器
、
あ
る
い
は
ま
だ
発
明
さ
れ
て
い
な
い
他
の
類
型
な
ど
、
技
術
の
様
々
な
記
号
論

に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
（32）
」。

京
都
に
住
む
私
の
生
活
環
境
に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
のcovid-19

の
感
染
拡
大
を
機
と

し
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
授
業
の
増
加
、
A
I
技
術
の
普
及
、chat 
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GPT

、
翻
訳
技
術
の
進
化
が
日
々
の
暮
ら
し
や
大
学
の
授
業
に
も
関
与
し
て
い
る
。
同
時
に
、

Covid

の
沈
静
化
と
円
安
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
。
対
面
授
業
へ
の
回
帰
。
文
化
庁
の
京
都

移
転
に
よ
る
芸
術
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
増
加
。
低
下
す
る
湿
度
。
過
去
最
多
の
留
学
生
数
。

現
在
担
当
し
て
い
る
対
面
授
業
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
あ
る
実
家
を
離
れ
、
ロ
ン
ド
ン
の
ア
ー

ト
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
で
い
る
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
の
短
期
留
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。
授
業
前

日
、
日
本
語
で
作
成
し
て
い
た
資
料
に
英
語
を
加
え
る
。
当
日
、
彼
女
がiPhone

を
教
室
前

方
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
向
け
る
。
彼
女
のiPhone

の
ス
ク
リ
ー
ン
を
覗
き
込
む
と
、（
海
外
の
仕

様
で
は
す
で
に
デ
フ
ォ
ル
ト
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
）iPhone

の
カ
メ
ラ
機
能
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
上
の
日

本
語
が
英
語
に
翻
訳
さ
れ
て
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
教
員
が
準
備
す
る
の
は
、
画
面
に
映
し

出
さ
れ
る
授
業
資
料
と
い
う
技
術
的
対
象
の
作
成
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
資
料
を
作
成
す
る

た
め
に
使
用
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
購
入
す
る
電
子
書
籍
、
古

本
屋
で
見
つ
け
た
ラ
イ
ン
の
引
か
れ
た
本
、
翻
訳
ソ
フ
ト
、M

acBook

、
大
学
内
の
研
究
ス

ペ
ー
ス
、
喫
茶
店
の
机
な
ど
、
様
々
な
事
物
が
複
雑
に
絡
ま
っ
た
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
、
も

し
く
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
留
学
生
と
い
う
技
術
的
対
象
の
、
国
籍
で
判
別
し
得
な
い
彼
女
の

人
生
や
、
京
都
に
来
た
い
と
思
い
立
っ
た
要
因
、
彼
女
が
京
都
芸
術
大
学
に
入
構
し
、
教
室

に
入
っ
て
席
に
着
く
ま
で
の
違
和
感
（
彼
女
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
小
さ
い
教
室
空
間
と
教
壇
に
向
け
て

整
列
さ
れ
た
机
と
椅
子
は
、
芸
術
大
学
と
い
う
よ
り
も
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
小
学
校
を
想
起
さ
せ
る
）
を
顕
在
化
す

る
技
術
で
も
あ
る
。
学
生
、
教
員
、
職
員
、
機
材
、
教
室
、
シ
ラ
バ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
そ

れ
ぞ
れ
を
個
別
の
問
題
と
し
て
提
起
し
、
解
決
を
試
み
る
の
で
は
な
く
、
分
け
隔
て
る
こ
と

の
出
来
な
い
、
関
わ
り
合
う
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
こ
そ
、
生
活
技
術
と
し
て

の
ア
ー
ト
、
生
活
環
境
と
し
て
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
ま
た
生
の
記
号
化
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
、

つ
ま
り
現
代
に
お
け
る
芸
術
の
概
念
化
と
実
践
が
潜
ん
で
い
る
。

五
、
ま
と
め

極
め
て
単
純
化
し
て
し
ま
う
嫌
い
は
あ
る
が
、
か
つ
て
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
に
お
い

て
、
ア
ー
ト
（
テ
ク
ネ
ー
）
は
処
世
術
と
し
て
の
意
味
作
用
を
保
っ
て
い
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期

に
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
語
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
ア
ー
ト
は
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
と
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
分
離
し
て
い
く
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
後
の
産
業
革
命
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト

は
特
権
化
を
果
た
し
、
デ
ザ
イ
ン
は
生
産
と
消
費
の
象
徴
へ
と
変
化
す
る
。
二
十
世
紀
と
い

う
大
き
な
物
語
、
想
定
内
の
世
界
の
中
で
、（
フ
ァ
イ
ン
）
ア
ー
ト
は
問
題
を
生
成
し
、
デ
ザ
イ

ン
が
そ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
試
み
る
。
二
〇
二
四
年
、
こ
の
問
題
に
溢
れ
た
世
界
、
京
都
芸

術
大
学
に
お
い
て
、
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

こ
の
試
論
で
は
、
二
十
一
世
紀
の
芸
術
を
定
義
す
る
事
と
は
別
の
仕
方
で
、
芸
術
と
技
術

の
本
質
的
な
相
似
性
を
前
提
に
、
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
芸
術
と
技
術
の
分
離
や
融
解
と
い
っ
た

出
来
事
を
例
に
取
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
密
接
な
関
係
性
を
理
解
し
た
上
で
、
京
都
の
大

学
で
芸
術
に
関
与
す
る
、
と
い
う
状
況
の
中
で
、
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
を
二
元
化
す
る
よ
う

な
傾
向
や
ア
ー
ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
異
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
風
習
か
ら
逸
脱
す
る
こ

と
を
試
み
た
。
ま
た
自
己
と
他
者
、
主
体
と
客
体
の
分
け
隔
て
が
た
さ
の
実
例
と
し
て
、
私

自
身
の
ヒ
ュ
ポ
ム
ネ
ー
マ
タ
を
内
容
と
表
現
の
構
成
要
素
と
し
て
用
い
た
。
度
々
引
用
し
た

ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
の
芸
術
観
に
は
、
京
都
芸
術
大
学
や
日
本
の
一
般
的
な
芸
術
理
解
と
同
様

の
記
号
を
用
い
な
が
ら
、
別
様
の
芸
術
概
念
を
立
ち
上
げ
て
い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
。
私

が
所
属
す
る
京
都
芸
術
大
学
芸
術
教
養
セ
ン
タ
ー
の
演
習
科
目
群
を
例
に
と
る
と
、
具
体
的

な
制
作
物
（
表
現
）
が
成
果
で
あ
る
科
目
と
、
問
題
の
提
起
（
内
容
）
が
成
果
で
あ
る
科
目
で
は
、

評
価
指
標
と
対
象
は
一
見
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
両
者
は
進
行
方
法
こ
そ
違
え
ど
、
同

様
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
と
評
価
形
態
に
類
似
的
に
属
し
て
い
る
。
つ
ま
り
教
員
が
授
業
を
計
画

し
、
教
員
が
評
価
す
る
、
と
い
う
構
造
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
こ
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
変
質
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
の
潜
勢
態
、
例
え
ば
授
業
の
内
容
や

進
行
、
参
加
者
の
評
価
に
、
教
員
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
や
外
部
参
与
者
、
機
械
技
術
と
し

て
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
主
体
化
し
な
が
ら
関
与
さ
せ
る
状
況
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
、
個
々

の
科
目
を
、
異
な
る
状
況
に
異
な
る
技
術
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
相
似
的
に
扱
う
こ
と
。
つ
ま

り
、
学
習
の
成
果
物
と
し
て
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
で
は
な
く
、
学
習
そ

の
も
の
を
芸
術
の
対
象
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
、
彼
女
の
論
文
は
提
示
し
て
く
れ
る
。

同
時
に
、
本
試
論
の
今
後
に
向
け
た
課
題
は
、
冒
頭
に
引
用
し
た
フ
ー
コ
ー
の
「
自
己
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
京
都
芸
術
大
学
に
お
け
る
芸
術
の
概
念
化
と
理
論
化
、
実
践
に
十
分
に

関
連
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
フ
ー
コ
ー
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
概
念
に
つ
い

て
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

我
々
が
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
四
つ
の
主
要
な
型
が

存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
践
上
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。（
１
）
生
産

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
の
お
か
げ
で
我
々
は
物
を
生
産
し
た
り
、
変
形
し
た

り
、
あ
る
い
は
取
り
扱
っ
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
る
。（
２
）
記
号
体
系
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
の
お
か
げ
で
我
々
は
記
号
や
意
味
や
象
徴
や
意
味
作
用
を
使
う
こ
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と
が
出
来
る
。（
３
）
権
力
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
個
々
の
人
間
の
行
為

を
規
定
し
て
、
彼
ら
を
あ
う
目
的
も
し
く
は
支
配
に
、
つ
ま
り
主
体
の
客
体
化
に
従
わ

せ
る
。（
４
）
自
己
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
の
お
か
げ
で
個
々
の
人
間
は
自
分

自
身
の
手
段
を
用
い
た
り
他
人
の
助
け
を
借
り
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身

の
身
体
及
び
魂
、
思
考
、
行
為
、
存
在
方
法
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
出
来
る
。 

― 

中

略 

― 
こ
れ
ら
四
つ
の
型
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
あ
る
種
の
型
の
支
配
と
結

び
つ
き
、
個
別
に
機
能
す
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
（33）
。

こ
の
フ
ー
コ
ー
に
よ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
概
念
を
ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
観
に

照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
彼
女
の
射
程
は
主
に
、
生
産
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
記
号
体
系
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
に
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
フ
ー
コ
ー
の
そ
れ
は
、
先
ほ
ど
の
例
を
再
び
あ
げ
れ
ば
、

京
都
芸
術
大
学
に
お
け
る
各
学
科
の
生
産
技
術
や
諸
々
の
記
号
体
系
に
留
ま
ら
ず
、
大
学
に

お
け
る
秩
序
や
規
範
、
風
土
を
形
成
す
る
権
力
関
係
、
ま
た
大
学
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
追
従

せ
ず
に
生
き
る
た
め
の
技
術
を
射
程
に
捉
え
る
こ
と
に
な
る
。
現
代
に
お
け
る
表
現
の
技
術

を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
や
教
職
員
が
各
々
の
生
活
環
境
の
中
で
生
き
る
技
術
を
修
練

す
る
場
と
し
て
、
機
械
技
術
を
敵
対
す
る
対
象
で
は
な
く
、
内
包
さ
れ
、
共
生
す
る
も
の
に

す
る
機
会
と
し
て
、
ま
た
他
者
と
の
複
雑
な
関
わ
り
合
い
の
中
で
、
記
号
を
脱
記
号
化
す
る

実
践
の
時
間
と
し
て
芸
術
を
捉
え
直
す
こ
と
は
、
本
学
の
理
念
で
あ
る
芸
術
立
国
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
「
地
球
は
有
限
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
基
盤
に
、
芸
術
と
文
化
に
よ
る
人
間
精
神

の
復
興
と
世
界
平
和
を
目
指
す
新
た
な
運
動
（34）
」
と
も
関
わ
り
合
う
。

六
、
ヒ
ュ
ポ
ム
ネ
ー
マ
タ
（hypom

nem
ata

）

（
一
）
ア
ネ
マ
リ
ー
・
モ
ル 

そ
の
一　

 

― 

四
月
六
日
土
曜
日　

二
〇
二
四
年 

― 

モ
ル
の
広
島
で
の
公
演
にzoom

で
参
加
す
る
。
最
新
の
著
作
で
あ
る
『
食
べ
る 

― 

理
論

の
た
め
の
レ
ッ
ス
ン
』
に
関
す
る
、
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
引
き

込
ま
れ
る
。
講
演
の
後
、
モ
ル
が
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
。
私
は
事
前
に
（google

フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
）「
ア
ネ
マ
リ
ー
さ
ん
の
著
作
に
お
け
る
言
葉
使
い
か
ら
、
医
学
や
食
を
ア
ー

ト
と
し
て
捉
え
る
姿
勢
を
し
ば
し
ば
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
絵
画
や
美
術
的

表
現
に
限
定
さ
れ
ず
に
、
医
術
や
食
事
を
ア
ー
ト
／
人
間
の
技
術
と
観
照
す
る
こ
と
に
は
ど

の
よ
う
な
事
物
が
影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
質
問
を
し
て
い
た
。
モ
ル
が
画
面
の

向
こ
う
側
で
私
の
質
問
に
応
答
す
る
。

科
学
（science

）
が
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
世
界
を
表
象
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
世

界
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
伝
え
、
ど
の
よ
う
に
世
界
に
関
与
す
る
か
に
つ
い

て
の
、
あ
る
種
の
技
術
で
す
。
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
訓
練
と
し
て
の
“
技
術
／

テ
ク
ネ
ー
”
に
近
し
く
、「
関
与
（engagem

ent

）」
を
意
味
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
ア
ー

ト
（
芸
術
）
は
古
典
的
に
は
科
学
と
一
線
を
画
し
て
い
ま
す
。
芸
術
と
は
絵
画
や
音
楽
の

よ
う
な
も
の
を
意
味
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
科
学
が
世
界
と
の
関
与
の
方
法
だ
と

す
れ
ば
、
芸
術
と
科
学
に
は
親
和
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
芸
術
も
世
界
を
表
象
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
世
界
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
と
い
う
、
生
き
る
こ
と
の
方
法
で
す
。

（
二
）
ア
ネ
マ
リ
ー
・
モ
ル 

そ
の
二　

 

― 

四
月
十
一
日
木
曜
日　

二
〇
二
四
年 

― 

モ
ル
が
京
都
に
や
っ
て
き
た
。（
オ
ラ
ン
ダ
の
）
電
動
自
転
車
に
乗
っ
て
京
都
工
芸
繊
維
大
学

に
向
か
う
。
今
日
の
講
演
で
、
彼
女
は
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
清
掃
」

に
つ
い
て
話
を
す
る
。
広
島
と
は
別
様
の
刺
激
に
満
ち
た
セ
ミ
ナ
ー
が
終
わ
り
、
彼
女
に
話

し
か
け
る
。
モ
ル
は
五
日
前
の
や
り
と
り
を
覚
え
て
く
れ
て
い
た

私
は
科
学
を
芸
術
家
の
手
つ
き
で
扱
っ
て
い
る
。
あ
な
た
も
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
に

関
し
て
、
同
じ
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
難
し
い
こ

と
だ
け
ど
、
と
て
も
楽
し
い
も
の
。

註（1）	
A

nne Sauvagnargues, D
esign M

achines and A
rt M

achines, from
 “D

eleuze 
&

 D
esign”, Edinburgh, Edinburgh U

niversity Pr, 2015, P.78

（2）	

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
『
講
義
集
成
〈
11
〉
主
体
の
解
釈
学 

（
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス

講
義1981-82

）』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
四
五
四
頁
。

（3）	
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ダ
ン
、
フ
ィ
オ
ナ
・
レ
イ
ビ
ー
『
ス
ペ
キ
ュ
ラ
テ
ィ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン 

問

題
解
決
か
ら
問
題
提
起
へ 

― 

未
来
を
思
索
す
る
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
る
こ
と
』、

ビ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ヌ
新
社
、
二
〇
一
五
年

（4）	

二
〇
二
四
年
現
在
、
こ
の
大
学
の
通
学
部
（
一
〇
学
科
二
四
コ
ー
ス
）
で
は
養
生
術
や
音
楽

を
扱
う
学
科
や
コ
ー
ス
は
存
在
し
な
い
し
、
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い

る
名
称
に
デ
ザ
イ
ン
が
含
ま
れ
る
五
学
科
の
学
習
内
容
に
は
、
芸
術
も
し
く
ア
ー
ト
と
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（11）	

ヴ
ィ
レ
ム
・
フ
ル
ッ
サ
ー
『
デ
ザ
イ
ン
の
小
さ
な
哲
学
』、
鹿
島
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、

九
頁
。

（12）	

ヴ
ィ
レ
ム
・
フ
ル
ッ
サ
ー　

前
掲
書
、
六
頁
。

（13）	

ヴ
ィ
レ
ム
・
フ
ル
ッ
サ
ー　

前
掲
書
、
六
頁
。

（14）	

二
〇
二
四
年
五
月
現
在
、
そ
の
該
当
ペ
ー
ジ
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
デ
ザ
イ
ン

の
揺
ら
ぎ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（15）	

こ
の
ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
の
論
文D

esign M
achines and A

rt M
achines

が
掲
載
さ
れ

て
い
るD

eleuze &
 D

esign

はD
eleuze Connection

と
い
う
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学

が
出
版
す
る
シ
リ
ー
ズ 

― 「
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
政
治
」「
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
空
間
」「
ド
ゥ
ル
ー

ズ
と
ク
ィ
ア
理
論
」
な
ど
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
に
連
関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ
を
も
と
に
書
か

れ
た
論
集 

― 

の
25
編
目
に
あ
た
る
。

（16）	

ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
は
こ
の
用
語
の
解
説
と
し
て
、「
美
を
生
み
出
す
こ
と
に
特
化
し
た
部

門
で
あ
る
美
術
（
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
）
は
、
他
の
芸
術
や
人
工
物
、
つ
ま
り
技
術
的
・
工
学

的
な
製
品
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
し
ば
し
ば
芸
術
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
と
み
な
さ
れ
る
が
、
私
は
こ
れ
を
芸
術
機
械
（
ア
ー
ト
マ
シ
ー
ン
）
と
呼
ん
で

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（17）	
A

nne Sauvagnargues, op.cit., p.65

（18）	
A

nne Sauvagnargues, op.cit., p.72

（19）	

文
学
と
音
楽
は
芸
術
と
し
て
す
で
に
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
お
り
「
真
理
や
文
字
、
数

学
や
ラ
テ
ン
語
や
和
声
と
い
っ
た
重
要
な
後
ろ
盾
か
ら
恩
恵
を
受
け
て
い
た
。」
そ
れ
と

は
逆
に
、
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
は
「
機
械
的
（
力
学
的
）
な
作
業
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
お
り
、

社
会
学
的
な
規
模
で
の
理
論
家
と
実
務
家
の
間
の
顕
著
な
階
級
差
別
は
、
芸
術
の
特
異

性
の
肯
定
が
逆
説
的
に
技
術
か
ら
の
根
本
的
な
分
離
の
形
を
と
っ
た
こ
と
で
、
結
果
と

し
て
芸
術
作
品
と
そ
の
主
題
の
価
値
を
高
め
た
」（
引
用
者
訳
）
と
ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
は
述

べ
て
い
る
。

（20）	
A

nne Sauvagnargues, op.cit., p.66
（21）	

A
nne Sauvagnargues, op.cit., p.66

（22）	
ニ
コ
ラ
ス
・
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
は
機
械
館
に
つ
い
て
著
書
『
モ
ダ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
の
展
開
』

で
「
一
八
八
九
年
の
パ
リ
国
際
博
覧
会
の
「
機
械
館
」
の
設
計
者
は
デ
ュ
テ
ー
ル
、
構

造
担
当
は
コ
ン
タ
マ
ン
で
あ
っ
た
。
両
人
の
名
前
は
建
築
史
家
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
。
無
名
と
い
う
健
全
な
状
態
は
、
中
世
の
建
築
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
建
築

い
う
言
葉
は
た
だ
一
つ
も
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
に
と
っ

て
デ
ザ
イ
ン
は
ア
ー
ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
親
和
性
を
捉
え
る
術
で
あ
る
し
、「
ア
ー
ト

は
人
間
の
行
為
で
あ
り
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
人
間
が
使
う
機
械
技
術
」
と
い
う
暗
黙
の

分
離
が
大
学
の
教
育
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
フ
ー
コ
ー
の
文
脈
に
お
け
る
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
自
己
に
も
適
用
さ
れ
る
。

（5）	
私
が
飲
ん
だ
コ
ー
ヒ
ー
は
、
メ
キ
シ
コ
の
オ
ア
ハ
カ
州
で
栽
培
さ
れ
、
育
て
ら
れ
、
摘

ま
れ
、
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
か
ら
、
袋
に
包
ま
れ
て
、
何
処
か
の
中
継
地
を
経
由
し
て

横
浜
に
航
路
で
や
っ
て
き
て
、
自
動
車
で
卸
売
会
社
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
、
京
都
の
珈

琲
店
に
届
け
ら
れ
、
焙
煎
機
で
焼
か
れ
、
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
で
砕
か
れ
、
サ
イ
フ
ォ
ン
で

九
三
℃
の
水
と
共
に
淹
れ
ら
れ
、
口
に
含
ま
れ
、
嚥
下
さ
れ
、
身
体
を
通
っ
て
排
泄
さ

れ
る
。

（6）	

ア
ネ
マ
リ
ー
・
モ
ル
『
ケ
ア
の
ロ
ジ
ッ
ク
』、
水
声
社
、
二
〇
二
〇
年
、
四
四
頁

（7）	
A

nne-M
arie M

ol, T
he Logic of Care, Routledge, 2008, p.30

（8）	

一
九
七
七
年
に
書
か
れ
た
五
十
嵐
嘉
晴
の
「
芸
術
の
語
源
考
」
に
よ
れ
ば
、「
芸
」
と
い

う
字
に
は
原
義
と
し
て
「
植
え
る
、
種
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
ま
た
「
術
」
と
い

う
字
は
、
当
初
の
「（
村
の
）
道
」
と
い
う
意
味
に
加
え
て
、「
心
の
よ
る
と
こ
ろ
」「
て

だ
て
」「
わ
ざ
」「
し
ご
と
」「
は
か
り
ご
と
」
な
ど
の
意
味
も
帯
び
る
様
に
な
っ
た
。
ま

た
、「
芸
術
」
と
い
う
語
は
、
日
本
に
お
い
て
は
八
世
紀
に
「
続
日
本
紀
」
の
中
で
既
に

登
場
し
て
お
り
、
古
代
中
国
に
お
い
て
芸
術
は
学
問
と
技
術
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
テ
ク
ネ
ー
の
解
釈
と
使
用
に
共
通
す

る
広
範
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
論
文
で
五
十
嵐
は
「
こ
の
よ
う
な
解
釈
で

は
芸
術
の
特
殊
な
性
格
は
未
だ
何
も
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
」
し
、「
こ
の
種
の
解
釈
で
は
、

な
お
原
始
時
代
の
芸
術
の
程
度
以
前
、
す
な
わ
ち
人
間
の
芸
術
発
生
以
前
の
説
明
と
さ

え
言
え
、
従
っ
て
恐
ら
く
芸
術
を
特
徴
づ
け
て
い
な
い
事
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
た

と
こ
ろ
で 

― 

中
略 

― 

美
学
な
い
し
芸
術
学
に
よ
る
解
明
が
必
要
と
さ
れ
る
所
以
も
あ

る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（9）	

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
はA

rtizein

と
い
う
語
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
日
本
語
で
「
準
備
す
る
」

と
捉
え
る
事
が
で
き
る
。

（10）	

古
代
ギ
リ
シ
ア
は
階
層
社
会
で
あ
り
、
奴
隷
や
女
性
、
子
供
等
を
除
い
た
「
自
由
市
民
」

の
内
で
語
り
、
受
け
継
が
れ
た
言
説
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「techne

」
で
あ
る
こ

と
が
前
提
条
件
で
あ
る
。
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に
お
い
て
は
、
ま
ず
ル
ネ
サ
ン
ス
の
せ
い
で
失
わ
れ
、
つ
い
で
は
芸
術
家
一
般
と
芸
術

家
個
々
の
天
才
に
対
す
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
概
念
の
せ
い
で
失
わ
れ
た
の
だ
が
、
そ

れ
は
こ
こ
で
は
保
た
れ
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
。
博
物
史
的
な
解
釈
に
添
え
ば
、
こ

の
機
械
館
に
は
木
材
に
変
わ
る
素
材
と
し
て
の
鉄
の
発
達
と
実
用
性
に
基
づ
く
、
技
術

的
な
革
新
と
正
確
な
実
行
性
と
い
う
新
た
な
機
能
的
基
準
の
変
質
が
見
ら
れ
る
。

（23）	

戯
曲
で
「
あ
ま
た
の
本
、
あ
ま
た
の
混
乱
！
周
り
は
本
の
海
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

あ
ぶ
く
の
よ
う
」
と
い
う
台
詞
を
書
い
た
ロ
ペ
・
デ
・
ベ
ガ
が
誕
生
し
た
年
で
も
あ
り
、

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
申
し
子
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
が
生
ま
れ
た
の
は
前
年
の
一
五

六
一
年
で
あ
る
。

（24）	

ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
設
計
で
一
五
六
〇
年
に
着
工
さ
れ
た
が
、
初
め
て
美
術
館
が
部
分
的
に

公
開
は
そ
の
30
年
後
で
あ
っ
た
。

（25）	

ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
合
理
性
を
ギ
リ
シ
ャ
的
だ
と
考
え
て
い
る
が

（
ギ
リ
シ
ャ
は
白
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
部
で
あ
り
、
あ
る
種
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
前
の
世
界
）、
プ
ラ

ト
ン
は
自
分
自
身
を
エ
ジ
プ
ト
人
だ
と
考
え
て
い
た
（
ギ
リ
シ
ャ
に
と
っ
て
の
エ
ジ
プ
ト
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
の
ギ
リ
シ
ャ
で
あ
る
）。
し
た
が
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
奇
跡
は
存
在
し
な
い
」

（
引
用
者
訳
）
と
書
い
て
い
る
。

（26）	

ペ
ヴ
ス
ナ
ー
は
「
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
展
開
」
で
〝
全
て
の
産
業
工
芸
は
下
劣
で
、
装

飾
過
剰
だ
っ
た
。
こ
ん
な
状
態
に
立
ち
到
ら
せ
た
責
任
は
、
産
業
革
命
と
一
八
〇
〇
年

以
来
始
ま
っ
た
美
学
の
学
説
に
あ
っ
た
〟
と
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
と
美
学
の
誕

生
に
同
等
の
責
任
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
同
著
の
中
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
に
と
っ

て
〝
機
械
は
不
倶
戴
天
の
敵
〟
で
あ
り
、
モ
リ
ス
が
〝
生
活
の
条
件
と
し
て
は
、
機
械

生
産
は
全
く
一
つ
の
悪
で
あ
る
〟
と
考
え
て
い
た
が
、
晩
年
に
は
機
械
生
産
の
不
可
避

性
を
認
め
、〝
我
々
が
機
械
の
主
人
に
な
る
よ
う
に
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
〟
と
認
め
る
よ
う

に
な
っ
た
と
書
い
て
い
る
。

（27）	

個
体
化
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
シ
モ
ン
ド
ン
の
『
個
体
化
の
哲
学
』
を
参
照
の
こ
と
。
こ

こ
で
は
お
そ
ら
く
、
質
料
と
形
相
と
い
う
二
元
化
さ
れ
た
極
の
融
合
と
し
て
情
報
を
理

解
す
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
降
の
姿
勢
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
第
三
項
を
加
え
て
考
え

る
シ
モ
ン
ド
ン
の
解
釈
を
、
ド
ゥ
ル
ー
ジ
ア
ン
ら
し
く
二
極
化
の
折
り
目
を
作
り
出
し
、

芸
術
概
念
に
援
用
す
る
ソ
ヴ
ァ
ニ
ャ
ル
グ
の
独
自
性
が
見
ら
れ
る
。

（28）	
A

nne Sauvagnargues, op.cit., p.77

（29）	
A

nne Sauvagnargues, op.cit., p.78

（30）	
A

nne Sauvagnargues, op.cit., p.78

（31）	
A

nne Sauvagnargues, op.cit., p.79

（32）	
A

nne Sauvagnargues, op.cit., p.79

（33）	

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
『
自
己
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
十
九

頁
。

（34）	
https://w

w
w

.kyoto-art.ac.jp/info/philosophy/files/artsnation.pdf
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目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』、
新
潮
社
、
二
〇
〇
四
年

A
nne-M

arie M
ol, T

he Logic of Care, Routledge, 2008
A

nne Sauvagnargues, D
esign M

achines and A
rt M

achines, from
 “D

eleuze &
 

D
esign”, Edinburgh, Edinburgh U

niversity Pr, 2015

ア
ネ
マ
リ
ー
・
モ
ル
『
ケ
ア
の
ロ
ジ
ッ
ク
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田
口
陽
子
他
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社
、
二
〇
二
〇
年

ア
ネ
マ
リ
ー
・
モ
ル
『
食
べ
る
：
理
論
の
た
め
の
レ
ッ
ス
ン
』
田
口
陽
子
他
、
水
声
社
、
二
〇

二
四
年

ヴ
ィ
レ
ム
・
フ
ル
ッ
サ
ー
『
デ
ザ
イ
ン
の
小
さ
な
哲
学
』、
瀧
本 

雅
志
、
鹿
島
出
版
会
、
二
〇

〇
九
年

ジ
ル
ベ
ー
ル
・
シ
モ
ン
ド
ン
『
個
体
化
の
哲
学
〈
新
装
版
〉
―
形
相
と
情
報
の
概
念
を
手

が
か
り
に
―
』、
藤
井 

千
佳
世
他
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
二
三
年

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
『
芸
術
化
列
伝
』
平
川
祐
弘
、
白
水
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
一
年

ス
ピ
ノ
ザ
『
国
家
論
』、
畠
中
尚
志
、
岩
波
文
庫
、
一
九
四
〇
年

ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
『
記
号
と
事
件
：1972-1990

年
の
対
話
』
宮
林
寛
、
河
出
書
房
、
二
〇

一
〇
年

ニ
コ
ラ
ス
・
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
『
モ
ダ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
の
展
開
：
モ
リ
ス
か
ら
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ま
で
』、

白
石 

博
三
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
七
年

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
『
講
義
集
成
〈
11
〉
主
体
の
解
釈
学
（
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
講
義

1981-82
）』、
廣
瀬
浩
司
他
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
四
年

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
『
自
己
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』
田
村
俶
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
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